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鴻巣および筑波におけるヒメ トビウンカの発生消長

伊 藤 清 光

(農業研究センター)

イネ縞葉枯病 を媒介するヒメ トビウンカは関東地方

では年5～6世 代 を経過する(奈 須,1974)。 縞 葉枯

病 ウイルスに対す るイネの感受性期間は幼穂形成期 こ

ろまで(出 穂約30日 前)で あることから(新 海,1980),

通常 イネ縞葉枯病発生の多少 に関 して最 も重要なヒメ

トビウンカの世代 は第1世 代成虫(第2回 成虫)と 考

えられている。 したがって第1世 代成虫の発生時期,

発生量,お よびこれらの年次変動 を知 ることはイ ネ縞

葉枯病の発生予察のために必要不可欠である。

ネ ットトラップ(岸 本,1969)は 飛 翔移動するヒメ

トビウンカ成虫の発生消長をとらえるのに非常に有効

である。本稿では,恒 常的にイネ縞葉枯病の発生が多

い埼玉県鴻巣市 と,発 病がほとん ど見 られない茨城県

筑波郡谷田部町で,ネ ットトラ ップによって調査 した

ヒメ トビウンカの発生消長について述べ る。

調 査 方 法

口径1m,長 さ約2mの テ トロンゴース製ネ ットト

ラップを埼玉県鴻巣市 にある農業研究センター鴻巣試

験地の建物屋上(地 上約15m)(以 下,鴻 巣 と略す),

お よび茨城県筑波郡谷 田部町にある農業研究センター

の建物屋上(地 上約25m)(以 下,筑 波 と略す)に 設

置 し,5月 下旬から毎 日,捕 獲されるウンカ類 を調査

した。

結果および考察

鴻巣における1981年 か ら1985年 までの5年 間の,5

月下 旬から8月 までの毎 日のヒメ トビウンカ捕獲虫数

を第1図 に示す。 また同 じく筑波 における1983年 か ら

1986年 までの4年 間の調査結果を第2図 に示す。鴻巣

においては,若 干の年次変動はあるものの,第1世 代

成虫の飛来は5月 末あるいは6月 初 めから約1か 月間

見 られた。第2世 代成虫 は7月 中旬か ら8月 上旬 にか

けて,第3世 代成虫は8月 中旬か ら見 られた。そ して

8月 下旬には第4世 代成虫が現われ,世 代が重なって

見えた(第1図)。

一方
,筑 波 においては,第1世 代成虫は4年 間を通

じてほとんど捕獲 されなかった。しか し第2世 代成虫,

第3お よび第4世 代成虫は鴻巣 とほぼ同 じ時期に,鴻

巣での捕獲数 と比較 してほぼ同数が捕獲 された(第2

図)。 したがって鴻巣 と筑波の最 も大 きな差異 は,第

1世 代成虫の捕獲数にあると言 える。松井 ら(1983),

上 田 ら(1985)も 茨城県南西部 においてネットトラッ

プによる第1世 代成虫の捕獲数が少 ないことを報告 し

ている。 しかしこの原因が,第1世 代成虫の発生量が

少ないためか,あ るいは6月 にはウンカの飛翔移動す

る日没前後の時間帯に風がなくて,ネ ットトラップが

有効にはたらかないためなどが考えられるが,こ れら

の著者 はそれについては述べていない。

今回の調査ではヒメ トビウンカ とほぼ同時期 に捕獲

されるホソ ミドリウンカにつ いて も捕獲 数を記録 し

た。 ヒメ トビウンカ第1世 代成虫が発生する6月 の1

か月間について,両 ウンカの捕獲数の年次変化 を第1

表 に示す。筑波で もホソミドリウンカは鴻巣 と同 じよ

うに捕獲されてお り,こ の結果から筑波での ヒメ トビ

ウンカ捕獲数が少ない原因が風などの気象要因による

もの とは考 えに くい。 さらに,第2世 代以降のヒメ ト

ビウンカ成虫は,多 数捕獲 されていること(第2図)

か ら,ネ ットトラップの設置場所や高さにも問題はな

いものと考え られる。これ らのことから筑波での第1

世代成虫の捕獲数が少ないのは,発 生量自体が少ない

ことによるものと考 えられる。

近年は筑波近辺においてはイネ縞葉枯病の発生は少

ない。 この原 因としては第1世 代成虫の発生量が少な

いことばか りでな く,田 植 え時期,保 毒虫率なども関

係 しているであろう。 しか し何 らかの原因によって第

1世 代成虫の発生量が低 くおさえられているという事

実は重要である。第2世 代以降の発生量 は鴻巣 と同様

に多いことから,秋 から冬 にかけての越冬期間中,あ

るいは,越 冬世代か ら第1世 代 にかけての死亡率が高
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第1図 ネットトラップによるヒメ トビウンカ成虫の

    発 生経過(筑 波)

 線 が切れた部分は強風などによる欠側。

いものと考 えられる。今後 ヒメ トビウンカ第1世 代成

虫の発生量が少ない原因が具体的に何に起因 している

のかを究明することは,ヒ メ トビウンカの個体群動態

および縞葉枯病 の発生動態 を知 る上 で重要 な点であ

る。
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第2図 ネ ットトラップによるヒメトビウンカ成虫の

    発 生経過(筑 波)

 線 が切れた部分は強風などによる欠側。
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    数の年次変化
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